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1 残差分析によると後者は 95%で有意。つまり偶然の結果とは見なせないレベル 
で、きょうだいの世話いつもやっていた人は子どもを 3 人以上希望する傾向 
である（理想の子ども数）。 
表１：「きょうだいの世話をした経験」と「理想の子ども数」 
  理想の子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人+ 合計 
やったことはない 93 131 642 293 1159 
  8.0% 11.3% 55.4% 25.3% 100.0% 
  -0.2 1.3 0.8 -1.6   
ときどきやった 35 54 307 119 515 
  6.8% 10.5% 59.6% 23.1% 100.0% 
  -1.3 -0.1 2.6 -2.1   
いつもやっていた 35 26 144 121 326 
  10.7% 8.0% 44.2% 37.1% 100.0% 
  1.9 -1.7 -4.2 4.7   
合計 163 211 1093 533 2000 






  現実的な欲しい子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人+ 合計 
やったことはない 120 381 612 46 1159 
  10.4% 32.9% 52.8% 4.0% 100.0% 
  0.5 0.5 0.1 -2.0   
ときどきやった 41 189 264 21 515 
  8.0% 36.7% 51.3% 4.1% 100.0% 
  -1.8 2.4 -0.8 -0.9   
いつもやっていた 40 79 178 29 326 
  12.3% 24.2% 54.6% 8.9% 100.0% 
  1.5 -3.5 0.8 3.8   
合計 201 649 1054 96 2000 
  10.1% 32.5% 52.7% 4.8% 100.0% 
















  理想の子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
やったことはない 118 138 674 296 1226 
  9.6% 11.3% 55.0% 24.1% 100.0% 
  3.0 1.3 0.4 -3.2   
ときどきやった 40 64 374 201 679 
  5.9% 9.4% 55.1% 29.6% 100.0% 
  -2.6 -1.2 0.3 2.1   
いつもやっていた 5 9 45 36 95 
  5.3% 9.5% 47.4% 37.9% 100.0% 
  -1.1 -0.3 -1.5 2.5   
合計 163 211 1093 533 2000 
  8.2% 10.6% 54.7% 26.7% 100.0% 
Χ2(6)＝20.579, p<.01 























  現実的な欲しい子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
やったことはない 140 413 626 47 1226 
  11.4% 33.7% 51.1% 3.8% 100.0% 
  2.6 1.5 -1.8 -2.5   
ときどきやった 56 204 377 42 679 
  8.2% 30.0% 55.5% 6.2% 100.0% 
  -1.9 -1.6 1.8 2.1   
いつもやっていた 5 32 51 7 95 
  5.3% 33.7% 53.7% 7.4% 100.0% 
  -1.6 0.3 0.2 1.2   
合計 201 649 1054 96 2000 

















  理想の子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
やったことはない 118 137 615 279 1149 
  10.3% 11.9% 53.5% 24.3% 100.0% 
  4.0 2.3 -1.2 -2.8   
ときどきやった 40 64 425 216 745 
  5.4% 8.6% 57.0% 29.0% 100.0% 
  -3.5 -2.2 1.7 1.8   
いつもやっていた 5 10 53 38 106 
  4.7% 9.4% 50.0% 35.8% 100.0% 
  -1.3 -0.4 -1.0 2.2   
合計 163 211 1093 533 2000 






有意）。一方で、「やったことはない」者では理想の子ども数 0 人の人が 10.3%いるのに対






  現実的な欲しい子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
やったことはない 142 381 583 43 1149 
  12.4% 33.2% 50.7% 3.7% 100.0% 
  4.0 0.8 -2.0 -2.6   
ときどきやった 53 235 413 44 745 
  7.1% 31.5% 55.4% 5.9% 100.0% 
  -3.4 -0.7 1.9 1.8   
いつもやっていた 6 33 58 9 106 
  5.7% 31.1% 54.7% 8.5% 100.0% 
  -1.5 -0.3 0.4 1.8   
合計 201 649 1054 96 2000 
























 理想の子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
1人っこ 26 34 104 39 203 
  12.8% 16.7% 51.2% 19.2% 100.0% 
  2.6 3.0 -1.0 -2.5   
2人きょうだい 90 121 664 243 1118 
  8.1% 10.8% 59.4% 21.7% 100.0% 
  -0.2 0.4 4.8 -5.6   
3人きょうだい 29 44 281 206 560 
  5.2% 7.9% 50.2% 36.8% 100.0% 
  -3.0 -2.4 -2.5 6.4   
4人きょうだい以上 18 12 44 45 119 
  15.1% 10.1% 37.0% 37.8% 100.0% 
  2.9 -0.2 -4.0 2.8   
  163 211 1093 533 2000 
  8.2% 10.6% 54.7% 26.7% 100.0% 
Χ2(9)＝85.323, p<.001 




 ただし、ここで興味深いのは、４人きょうだい以上のケースである。自分が 4 人きょうだ
い以上だった大家族出身者は、「理想の子ども数」として 3 人以上を選ぶ割合も高いが
(37.8%)、同時に 0 人を選ぶ割合も他カテゴリの人たちとくらべると高い。たとえば 3 人き






 現実的な欲しい子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
1人っこ 28 85 84 6 203 
  13.8% 41.9% 41.4% 3.0% 100.0% 
  1.9 3.0 -3.4 -1.3   
2人きょうだい 108 376 595 39 1118 
  9.7% 33.6% 53.2% 3.5% 100.0% 
  -0.7 1.3 0.5 -3.1   
3人きょうだい 42 162 319 37 560 
  7.5% 28.9% 57.0% 6.6% 100.0% 
  -2.4 -2.1 2.4 2.4   
4人きょうだい以上 23 26 56 14 119 
  19.3% 21.8% 47.1% 11.8% 100.0% 
  3.5 -2.5 -1.3 3.7   
合計 201 649 1054 96 2000 






 一方で、「理想の子ども数」同様に、「現実的な欲しい子ども数」においても 4 人きょうだ
い以上の者では 0 人を希望する割合が高い。 
 


























 理想の子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
非常に楽しかった 9 16 149 107 281 
  3.2% 5.7% 53.0% 38.1% 100.0% 
  -2.7 -2.4 -0.5 3.6   
やや楽しかった 24 51 333 190 598 
  4.0% 8.5% 55.7% 31.8% 100.0% 
  -3.7 -0.9 0.8 1.7   
どちらともいえない 38 50 197 75 360 
  10.6% 13.9% 54.7% 20.8% 100.0% 
  3.2 3.4 0.1 -4.1   
やや楽しくなかった 10 8 51 20 89 
  11.2% 9.0% 57.3% 22.5% 100.0% 
  1.7 -0.1 0.6 -1.5   
全く楽しくなかった 13 3 15 10 41 
  31.7% 7.3% 36.6% 24.4% 100.0% 
  6.4 -0.5 -2.3 -0.7   
合計 94 128 745 402 1369 





38.1%と高く、0 人と答える割合は 3.2%と低い。 
一方で、「どちらともいえない」「やや楽しくなかった」「まったく楽しくなかった」とい
うようなアンビバレントな感情を示す答えを選んだ者たちは、3 人以上を選ぶ割合が低くな










 現実的な欲しい子ども数 4カテゴリ 
  0人 1人 2人 3人以上 合計 
非常に楽しかった 14 65 174 28 281 
  5.0% 23.1% 61.9% 10.0% 100.0% 
  -2.5 -3.3 2.9 3.3   
やや楽しかった 33 178 351 36 598 
  5.5% 29.8% 58.7% 6.0% 100.0% 
  -3.7 -1.1 3.0 0.2   
どちらともいえない 47 139 162 12 360 
  13.1% 38.6% 45.0% 3.3% 100.0% 
  3.4 3.5 -4.0 -2.4   
やや楽しくなかった 10 34 41 4 89 
  11.2% 38.2% 46.1% 4.5% 100.0% 
  0.9 1.4 -1.6 -0.6   
全く楽しくなかった 15 13 13 0 41 
  36.6% 31.7% 31.7% 0.0% 100.0% 
  6.4 0.1 -2.9 -1.6   
合計 119 429 741 80 1369 


































きょうだい数が 4 人以上の場合には、欲しい子ども数「0 人」と答える割合が高くなって
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